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可決予算内訳
・平成24年度一般会計補正額：
� 45億2900万円
・平成25年度への繰越額：
� 59億9792万円
・平成25年度一般会計当初予算：
� 96億8900万円

　

３
月
１
日
に
第
１
回
定
例
会
が
招
集
さ
れ
た
。
上
程
議

案
は
、
平
成
25
度
予
算
が
７
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算

７
件
、
条
例
の
制
定
８
件
、
条
例
の
一
部
改
正
８
件
、
規

約
の
一
部
変
更
２
件
、
都
市
公
園
の
区
域
決
定
１
件
、
用

地
取
得
１
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
１
件
、
町
道
の
路
線
認

定
１
件
、
合
計
36
件
を
審
査
、
可
決
し
た
。

平成25年度当初+平成24年度からの繰り越し

総額156億8692万円の 　一般会計予算を可決

年
度
末
の
大
型
補
正

�

大
型
繰
越
の
理
由

　

国
の
補
正
に
採
用
さ
れ

た
左
記
「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
」
を
利
用
し
て
、

早
く
事
業
に
着
手
す
る
た

め
。

補
正
予
算
質
疑

問　
道
路
維
持
費
の
道

路
路
面
調
査
の
対
象

は
な
に
か
。

答　
舗
装
の
事
業
を
行

う
た
め
の
調
査
で
あ

る
。
町
道
の
１
級
、
２
級

路
線
の
延
長
55
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
実
施
す
る
。

問　
住
吉
幹
線
整
備
事

業
費
が
大
き
く
減
額

さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
。

答　
住
吉
幹
整
備
事
業

は
榛
南
幹
線
・
東
名

川
尻
幹
線
・
中
央
幹
線
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
補
助
金
事

業
は
要
望
額
と
内
示
額
の

差
が
非
常
に
大
き
く
て
事

業
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

た
。
住
吉
幹
線
の
本
年
度

の
予
定
事
業
は
用
地
買
収

と
補
償
で
あ
っ
た
が
、
事

業
費
が
少
な
い
か
ら
途
中

で
や
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

24
年
度
の
事
業
は
全
額
廃

止
し
、
25
年
度
に
計
画
す

る
。
少
な
く
な
っ
た
分
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
で
利
用

す
る
。

地域の元気臨時交付金（地域経済活性化・雇用創出臨時交付金）の概要
　経済対策で追加される公共投資の地方負担が大規模であり、予算編成の遅
延という異例の状況の中で、地方の資金調達に配慮し経済対策の迅速かつ円
滑な実施を図るため、今回限りの特別の措置として、平成24年度補正予算に
おいて地域の元気臨時交付金（地域経済活性化・雇用創出臨時交付金）を創
設する。

交付対象など
（１）交付対象：実施計画を策定する地方公共団体
（２）交付方法：実施計画に掲載された事業に対し、交付限度額を上限として交付金を交付
（３）交付限度額：各地方公共団体の追加公共事業など（直轄および補助）の地方負担額などをベースとして算定
（４）使途：実施計画に掲載された以下の事業の地方負担分に充当
　　　　　　 地方単独事業（建設地方債対象事業に限る）
　　　　　　 建設公債の対象となる国庫補助金（法令に国の補助率または負担率の定めがあるものを除く。）
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平成25年度当初+平成24年度からの繰り越し

総額156億8692万円の 　一般会計予算を可決
問　
避
難
路
整
備
事
業

で
大
き
く
補
正
が
つ

い
た
。
今
後
関
係
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
説
明
を

し
て
い
く
か
。

答　
住
民
説
明
は
現
段

階
で
は
未
実
施
で
あ

る
が
、
工
事
に
際
し
て
は

説
明
会
を
開
催
す
る
。

問　
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。
都
市
防
災
推
進

事
業
関
連
事
業
で
こ
の
交

付
金
を
充
当
す
る
も
の
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
は
、24
年
度

に
国
の
補
正
に
対
応
し
て

補
正
予
算
を
組
ん
だ
事
業

の
中
で
24
年
度
中
に
額
が

確
定
で
き
る
事
業
に
は
充

当
可
能
だ
が
、当
町
で
は
そ

の
事
業
は
予
定
し
て
い
な

い
。そ
れ
を
除
き
、25
年
度

事
業
の
地
方
債
の
対
象
事

業
・
国
の
補
正
事
業
の
町
負

担
に
充
当
す
る
。そ
れ
で
充

当
で
き
な
い
よ
う
な
状
態

に
な
れ
ば
基
金
を
積
み
立

て
て
26
年
度
の
地
方
債
の

対
象
事
業
に
充
当
す
る
。

問　
当
初
予
算
に
お
け

る
都
市
防
災
関
連
の

起
債
の
償
還
は
２
年
据
え

置
き
10
年
で
あ
る
が
、
国

の
補
正
予
算
の
起
債
の
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま

た
、
起
債
残
高
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

答　
24
年
の
補
正
予
算

か
ら
、
補
正
予
算
債

に
変
わ
っ
て
10
年
の
起
債

が
20
年
に
な
る
。
ま
た
、

起
債
に
つ
い
て
は
25
年
度

当
初
予
算
と
合
わ
せ
て
見

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

25
年
度
に
つ
い
て
は
特
別

の
都
市
防
災
用
の
起
債
は

予
定
せ
ず
、
通
常
の
公
共

事
業
公
債
な
ど
を
当
て
起

債
計
画
を
作
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
補
正
予
算
債
は

交
付
税
の
算
定
ル
ー
ル
に

流
動
的
な
部
分
は
あ
る
。

25
年
度
当
初
予
算
で
は
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を

計
上
し
な
い
中
で
起
債
を

行
っ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
。

そ
れ
で
い
く
と
元
利
償
還

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期

は
30
年
度
に
な
る
。
元
利

合
わ
せ
て
12
億
２
５
０
０

万
円
程
度
に
な
る
。
元
利

償
還
額
、
起
債
残
高
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
は
27

年
度
、
普
通
会
計
上
で
は

129
億
円
程
度
に
な
る
。
こ

の
中
に
は
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
は
反
映
し
て
い

な
い
。
臨
時
交
付
金
が
決

ま
っ
た
時
点
で
交
付
金
を

充
当
し
て
起
債
額
を
抑
制

し
て
い
く
。
そ
う
す
れ
ば

起
債
額
は
減
っ
て
い
く
。

問　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
｜

０
促
進
事
業
費
が

80
万
6
千
円
減
額
に
な
っ

て
い
る
。
住
民
の
意
識
向

上
へ
の
働
き
が
足
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　
町
と
し
て
は
広
報

な
ど
を
利
用
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
が
、
相
手
が

あ
り
、
お
金
も
か
か
る
の

で
、
実
績
で
今
回
は
減
額

し
た
。
今
後
は
、
建
築
士

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
自

宅
訪
問
も
有
効
な
手
段
と

考
え
て
い
る
の
で
検
討
し

た
い
。

問　
消
防
施
設
整
備
事

業
費
は
第
１
分
団
、

第
２
分
団
の
詰
所
の
建
て

替
え
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
第
３
、
第
４
分
団
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
場
所
の
移

転
は
あ
る
の
か
。

答　
こ
の
事
業
は
津
波

防
災
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
中
で
第
１
分
団
か
ら

第
４
分
団
ま
で
計
画
さ
れ

て
お
り
、
ま
ず
浸
水
地
域

に
あ
る
第
１
、
第
２
分
団

を
予
算
計
上
し
た
。
場
所

に
関
し
て
は
、
第
１
分
団

は
小
藤
路
公
園
の
南
側
、

第
２
分
団
は
雇
用
促
進
住

宅
の
南
側
を
計
画
し
て
い

る
が
、
消
防
団
と
相
談
し

て
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

調査 設計 工事

地　区 25年
２月 ３月 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

26年
１月 ２月 ３月

K.L.O
B　F
A.E.H.J
C.D.G.M.P.R

津波避難タワー工事スケジュール　（H25.4.26現在）

消防団第１分団詰所
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平成２５年度の主な取り組み（平成２４年度からの繰り越しを含む）

津波防災まちづくり関連 津波防災まちづくり以外

事業 金額 事業 金額

津波避難タワー設置事業 49億9089万円 感染症予防費 9070万円

すみれ保育園建設事業 11億2408万円 母子保健衛生費 1億7595万円

避難路整備事業 3億  816万円 高齢者社会参加推進事業 1802万円

北区防災公園整備事業 １億2902万円 心身障害者自立支援事業 3億  395万円

消防団詰所整備事業 １億3400万円 榛南幹線水路事業 １億5038万円

医療器具類整備事業 201万円 通級指導教室関連 408万円

住吉小学校校舎補強事業 1億8575万円 コミュニティ広場整備事業 5600万円

地域防災計画策定業務 1168万円 都市計画街路整備事業 2億  607万円

内陸フロンティア関連経費 2402万円 水産基盤整備事業 １億5347万円

防災メール配信システム構築業務 179万円 産業振興事業費補助金 200万円

TOUKAI－0促進事業 1223万円 自動交付機設置関連 1629万円

地域防災指導者養成講座 179万円 榛原病院負担金 4億3230万円

国交省監視カメラ光ファイバー接続設備 100万円 吉田町牧之原市広域施設組合
負担金（ゴミ処理） 4億  778万円

吉田漁港津波堤基本設計業務 2000万円

金額は千円以下を四捨五入

平
成
25
年
度
予
算
質
疑

◎
歳
入

問　
町
税
の
滞
納
対
策

は
。

答　
滞
納
対
策
は
、
臨

時
職
員
を
雇
用
し
て

収
納
体
制
を
整
え
、
早
期

の
債
権
管
理
で
預
金
、
生

命
保
険
な
ど
財
産
調
査
を

徹
底
し
て
、
滞
納
処
分
の

強
化
を
行
い
収
納
率
の
向

上
に
努
め
る
。

問　
個
人
町
民
税
は
、

24
年
度
か
ら
特
別
徴

収
義
務
を
推
進
し
、収
納
率

が
上
が
る
と
思
っ
て
い
た

が
、前
年
度
と
変
わ
り
な
い

よ
う
に
思
う
。25
年
度
の
対

策
は
ど
う
か
。

答　
普
通
徴
収
は
年
４

回
だ
が
、
特
別
徴
収

は
毎
月
ご
と
年
12
回
行
う
。

３
月
分
の
徴
収
が
４
月
に

終
わ
る
。
そ
こ
で
徴
収
率

が
上
が
る
と
見
て
い
る
。

25
年
度
は
、
収
納
率
が
０
・

25
％
上
昇
と
見
て
予
算
計

上
し
た
。
特
別
徴
収
で
納

め
な
い
会
社
に
は
、
電
話

で
説
明
し
理
解
を
得
る
。

◎
歳
出

問　
総
合
計
画
策
定
業

務
委
託
料
の
住
民
調

査
は
、
総
合
計
画
の
中
間

的
な
調
査
か
。
そ
の
結
果

を
行
政
評
価
に
用
い
て
、

26
年
度
の
実
施
計
画
に
生

か
せ
な
い
か
。

答　
調
査
の
目
的
は
現

在
推
進
中
の
後
期
基

本
計
画
の
次
の
総
合
計
画

策
定
の
方
向
性
を
定
め
る

た
め
の
調
査
で
あ
る
。
行

政
評
価
に
生
か
せ
る
か
に

つ
い
て
は
研
究
す
る
。

問　
自
動
交
付
機
が
導

入
さ
れ
る
。
何
に
利

用
で
き
、
ま
た
、
利
用
日
、

時
間
な
ど
は
ど
う
な
る
。

答　
交
付
証
明
内
容
は

印
鑑
証
明
、
住
民
票

の
謄
本
・
抄
本
、
現
在
の

戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
現
在

の
戸
籍
の
付
表
謄
本
・
抄

本
を
予
定
し
て
い
る
。
利

用
日
は
、
12
月
29
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
と
月
一
度

の
点
検
日
を
除
い
た
日
で
、

時
間
は
、
８
時
15
分
か
ら

21
時
ま
で
を
検
討
中
で
あ

る
。

問　
繰
越
明
許
費
が
多

い
中
で
、
公
債
費
が

増
え
て
い
る
。
大
き
な
事

業
が
始
ま
る
と
前
払
い
金

な
ど
が
必
要
に
な
る
が
、

今
後
の
資
金
繰
り
は
。

答　
資
金
繰
り
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
し
て

い
る
。
歳
入
が
い
つ
入
り
、

支
出
が
い
つ
出
る
か
な
ど

全
般
に
資
金
計
画
に
目
を

配
り
、
足
り
な
い
場
合
は

有
利
な
金
融
機
関
か
ら
一

時
借
入
し
、
余
っ
て
い
る

資
金
が
あ
れ
ば
、
繰
り
替

え
て
一
時
的
に
使
う
な
ど

事
業
に
影
響
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。

現在の役場証明窓口
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問　
児
童
虐
待
防
止
事

業
費
で
虐
待
の
現
状

と
対
策
は
ど
う
か
。
町
の

相
談
員
の
活
用
は
。

答　
虐
待
は
89
件
の
報

告
が
あ
っ
た
。
通
報

は
近
所
の
人
か
ら
電
話
で

連
絡
が
あ
り
、
調
査
、
対

処
し
て
い
る
。
一
番
多
い

の
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育

児
放
棄
）
で
あ
り
、
対
策

は
要
保
護
児
童
等
対
策
地

域
協
議
会
へ
の
相
談
や
、

児
童
相
談
所
と
中
部
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
町
保
健

セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
園
・
保

育
園
と
協
議
し
て
い
る
。

問　
が
ん
検
診
委
託
料

の
減
額
は
、
複
数
同

時
検
診
が
で
き
る
か
ら
か
。

答　
委
託
の
方
法
を
変

え
た
た
め
の
減
額
で

あ
る
。
従
来
は
個
人
負
担

分
を
町
が
徴
収
し
て
い
た

が
、
25
年
度
か
ら
は
委
託

事
業
者
に
直
接
支
払
っ
て

も
ら
う
。
そ
の
た
め
に
委

託
料
が
減
る
。
複
合
・
総

合
検
診
で
受
診
率
は
伸
び

る
と
想
定
し
て
い
る
。

問　
都
市
計
画
総
務
費

の
積
算
・
工
事
監
督

支
援
業
務
委
託
料
と
建
設

資
材
価
格
特
別
調
査
業
務

委
託
料
が
避
難
タ
ワ
ー
関

連
で
必
要
な
理
由
は
。

答　
避
難
タ
ワ
ー
12
基

を
25
年
度
中
に
完
成

の
た
め
早
期
発
注
し
た
く

委
託
す
る
。
積
算
・
工
事

監
督
支
援
業
務
は
職
員
が

行
う
が
、
そ
の
業
務
支
援

委
託
す
る
。
建
設
資
材
価

格
特
別
調
査
業
務
は
、
今

回
の
タ
ワ
ー
は
特
殊
で
価

格
調
査
業
務
も
あ
り
、
６

月
こ
ろ
ま
で
に
発
注
す
る

た
め
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
人
の
派
遣
を
要
請
し
て
、

役
場
業
務
と
現
場
支
援
を

行
う
。

問　
企
業
立
地
振
興
費

の
測
量
調
査
委
託
料

が
、
２
千
万
円
組
ま
れ
て

い
る
。
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
関
連
と
思
う
が
、
場
所

は
。答　

場
所
は
川
尻
上
地

区
農
地
の
一
部
分
を

企
業
移
転
の
で
き
る
用
地

と
位
置
づ
け
、
企
業
移

転
・
新
規
立
地
で
き
る
内

陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
を

作
る
。
ま
だ
エ
リ
ア
と
し

て
大
く
く
り
し
て
い
る
だ

け
で
、
今
後
内
閣
府
と
県

と
地
元
と
調
整
を
進
め
て

い
く
た
め
の
予
算
措
置
で

あ
る
。

問　
産
業
振
興
事
業
補

助
金
で
最
大
100
万
円

の
補
助
金
を
交
付
す
る

が
、
判
定
の
基
準
は
。

答　
地
域
資
源
を
生
か

し
た
商
品
の
研
究
開

発
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
育
成
を
図
る
事
業
、
イ

ベ
ン
ト
の
交
流
事
業
で
産

業
振
興
に
寄
与
す
る
事
業

が
対
象
で
、
審
査
会
が
提

案
書
で
判
定
す
る
。

問　
消
防
の
広
域
化
が

28
年
度
４
月
か
ら
運

用
さ
れ
る
が
、
町
と
し
て

の
課
題
は
。

答　
検
討
課
題
の
約
９

割
は
終
了
し
て
い
る
。

　

残
り
の
部
分
は
、
市
町

の
経
費
の
負
担
の
ル
ー
ル

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
合
情
報
シ
ス
テ

ム
整
備
費
用
な
ど
の
細
か

い
部
分
が
残
っ
て
い
る
。

広
域
化
す
る
こ
と
で
36
人

の
人
員
が
生
み
出
さ
れ
る

が
、
配
置
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
。
運
用
に
向
け

て
も
詰
め
の
段
階
で
あ
る
。

問　
災
害
対
策
費
の
防

災
意
識
向
上
事
業
費

が
、
24
年
度
18
万
５
千
円

か
ら
25
年
度
383
万
３
千
円

と
大
幅
増
加
し
て
い
る
。

内
容
は
被
災
地
視
察
研

修
、
地
域
防
災
指
導
養
成

講
座
の
実
施
で
ソ
フ
ト
事

業
に
着
手
す
る
。
今
後
吉

田
町
が
目
指
す
姿
は
。

答　
等
し
く
町
民
が
防

災
意
識
を
共
有
し
て

「
地
に
い
て
乱
を
忘
れ
ず
」

と
の
精
神
を
日
々
の
日
常

生
活
の
中
に
生
か
し
て
い

く
姿
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。
防
災
意
識
を
上
げ
る

に
は
順
序
が
あ
り
、
基
本

的
に
は
地
域
で
中
心
的
な

方
々
が
被
災
地
の
事
象
、

災
害
の
怖
さ
を
認
識
し
、

地
域
に
持
ち
帰
っ
て
、
少

し
ず
つ
周
辺
に
伝
播
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

最
終
的
に
一
般
の
方
々

に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を

し
て
風
化
さ
せ
ず
、
繰
り

返
し
、
繰
り
返
し
行
っ
て

い
く
。

問　
教
育
振
興
事
業
費

の
臨
時
職
員
賃
金
が

前
年
度
200
万
円
増
と
教
員

補
助
員
賃
金
も
500
万
円
増

で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
。

答　
県
で
教
員
の
廃
止

事
業
が
あ
り
、
特
別

支
援
事
業
と
小
学
校
低
学

年
支
援
、
理
科
支
援
を
町

が
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
た

め
の
予
算
措
置
で
あ
る
。

問　
自
彊
小
学
校
で
の

通
級
指
導
教
室
の
施

策
は
。

答　
自
彊
小
学
校
で
通

級
指
導
教
室
を
開
設

す
る
た
め
に
25
年
度
中
に

準
備
し
、
26
年
度
４
月
開

設
を
目
指
し
て
い
る
。
先

生
は
県
か
ら
配
置
さ
れ
、

週
15
時
間
派
遣
で
準
備
し

て
も
ら
う
。

吉田榛原消防庁舎

建設中の津波避難タワー
（Ｌ地区工事現場）
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国
民
健
康
保
険
事
業

問　
審
査
支
払
い
手
数

料
は
減
額
で
、
療
養

給
付
費
が
増
額
で
あ
る
。

一
件
あ
た
り
の
医
療
費
が

高
額
に
な
る
た
め
か
。

答　
24
年
度
の
診
療
報

酬
明
細
書
の
件
数
実

績
が
減
少
し
た
の
で
、
25

年
度
は
減
ら
し
た
。
医
療

費
は
医
療
の
高
度
化
で

年
々
上
が
っ
て
い
る
。

問　
特
定
検
診
受
診
率

は
40
％
を
超
え
て
い

る
。
特
定
健
康
診
査
委
託

料
の
増
額
は
町
民
の
健
康

に
対
す
る
意
識
の
向
上
に

よ
る
も
の
か
。

答　
特
定
検
診
の
受
診

率
は
上
げ
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
特
定
保
健
指
導
な
ど
個

別
対
応
を
し
て
い
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
率
と
向
上
対

策
は
ど
う
か
。

答　
現
年
度
分
収
納
率

は
89
・
74
％
と
み
て
、

口
座
振
替
で
進
め
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

問　
保
険
料
の
軽
減
措

置
は
継
続
さ
れ
る
の

か
。答　

25
年
度
の
軽
減
措

置
は
継
続
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
国
は
24
年

度
の
３
月
補
正
予
算
で
前

倒
し
し
、
基
金
に
積
立
て

財
源
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業

問　
地
域
支
援
事
業
の

運
動
器
機
能
向
上
事

業
が
532
万
円
増
の
１
２
１

２
万
円
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
い
る

か
。答　

新
し
い
事
業
と
し

て
、
こ
つ
こ
つ
貯
金

体
操
を
始
め
る
。
そ
の
予

算
が
112
万
円
で
あ
る
。
ま

た
、
認
知
予
防
の
た
め
の

は
つ
ら
つ
講
座
を
町
内
５

会
場
か
ら
６
会
場
に
、
週

月
・
火
・
水
曜
日
に
行
っ

て
い
る
か
ん
た
ん
体
操
を

月
１
日
増
や
す
。

問　
一
次
予
防
事
業
は
、

効
果
が
あ
り
好
評
で

あ
る
こ
と
で
、
回
数
の
増

加
や
新
規
事
業
の
要
望
が

あ
っ
た
の
か
。

答　
新
規
に
始
め
る
も

の
は
直
接
住
民
要
望

の
も
の
で
、
他
の
市
町
を

視
察
効
果
を
判
断
し
た
上

で
。問　

介
護
認
定
審
査
会

事
業
費
が
大
幅
な
減

額
に
な
っ
た
理
由
は
。

答　
認
定
は
榛
原
病
院

組
合
一
般
会
計
で
介

護
認
定
と
障
害
者
認
定
を

行
っ
て
い
る
。
24
年
４
月

か
ら
新
規
の
認
定
が
６
カ

月
か
ら
12
カ
月
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
認
定

件
数
が
３
８
０
０
件
か
ら

３
６
０
０
件
に
200
件
減
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
審
査
会

開
催
も
年
135
回
が
125
回
に

減
っ
た
。
10
回
分
の
減
額

と
24
年
度
に
パ
ソ
コ
ン
シ

ス
テ
ム
購
入
が
あ
っ
た
の

で
、
本
年
度
は
大
幅
な
減

額
と
な
っ
た
。

水
道
事
業

問　
中
央
分
離
帯
の
あ

る
道
路
で
給
水
管
敷

設
は
片
側
敷
設
だ
が
、
両

側
敷
設
は
で
き
な
い
か
。

答　
今
後
、
両
側
道
路

敷
設
を
考
え
て
い
く
。

東
名
川
尻
線
は
現
在
検
討

中
で
、
今
後
は
両
側
敷
設

を
考
え
る
。

問　
石
綿
管
敷
設
工
事

で
、
石
綿
管
は
漏
水

リ
ス
ク
や
地
震
破
裂
の
リ

ス
ク
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

解
消
と
工
事
が
遅
れ
る
理

由
は
。

答　
25
年
度
で
62
メ
ー

ト
ル
実
施
し
た
。
25

年
度
末
残
り
は
約
530
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
担
当
課
の

計
画
で
は
予
算
措
置
や
県

の
工
事
な
ど
で
ず
れ
込
む

場
合
も
あ
る
が
、
基
本
は

大
至
急
実
施
し
て
い
く
。

問　
榛
南
幹
線
配
水
管

敷
設
工
事
で
浜
田
の

配
水
管
敷
設
は
26
年
３
月

に
通
水
で
き
る
か
。

答　
25
年
度
の
榛
南
幹

線
な
ど
は
、
そ
れ
に

添
っ
た
計
画
で
配
水
管
の

敷
設
を
し
て
い
く
。

平成25年度特別会計・企業会計予算
特別会計（５会計）　　　　　56億5900万円
企業会計（水道事業）　　　　10億4400万円

こつこつ貯金体操
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町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
お
よ
び
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

お
よ
び
指
定
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入

所
定
員
は
、「
29
人
以
下
」

で
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
資

格
は
「
法
人
」
と
す
る
。

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
制
定

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
特
別
措
置
法
」
は
、

迅
速
な
対
策
と
明
確
な
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
各

自
治
体
の
役
割
を
明
ら
か

に
し
、
国
か
ら
の
緊
急
事

態
発
令
で
町
対
策
本
部
を

設
置
し
、
必
要
な
事
項
を

条
例
で
定
め
る
。

町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
特
定
公
園
施
設

の
設
置
の
基
準
に
関
す
る

条
例

　

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
町
も
移
動
な
ど
円

滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特

定
公
園
施
設
の
基
準
に
関

す
る
条
例
を
制
定
。

町
が
管
理
す
る
町
道
の
構

造
の
技
術
的
基
準
な
ど
を

定
め
る
条
例

　

自
治
体
が
町
道
の
構
造

の
技
術
的
基
準
お
よ
び
道

路
標
識
の
寸
法
な
ら
び
に

道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準

を
条
例
で
定
め
る
た
め
、

町
が
管
理
す
る
町
道
の
構

造
の
技
術
的
基
準
を
条
例

で
定
め
る
。

　

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

ほ
か
10
件
の
条
例
の
制
定
な
ど
そ

の
ほ
か
の
全
議
案
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

教
育
委
員
の
任
命�

�

全
会
一
致
で
浅
井
氏
に
同
意

町
が
管
理
す
る
準
用
河
川

に
設
け
る
河
川
管
理
施
設

等
の
構
造
の
技
術
的
基
準

を
定
め
る
条
例

　

河
川
法
の
改
正
で
、
技

術
的
基
準
に
つ
い
て
規
則

で
規
定
し
基
準
は
河
川
の

状
況
お
よ
び
荷
重
を
考
慮

し
た
安
全
な
構
造
の
も
の

と
定
め
た
。

都
市
公
園
の
区
域
の
決
定

　
位
　
置

吉
田
町
神
戸
日
の
出
上

５
３
５
－
１
の
一
部
か
ら

６
８
８
－
２
の
35
筆
お
よ

び
道
水
路
敷
き

榛
原
総
合
病
院
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の

負
担
割
合
を
次
に
改
め
る

平
成
25
年
度

牧
之
原
市６

８
・
４
４
５
％

吉
田
町

３
１
・
５
５
５
％

平
成
26
年
度

牧
之
原
市６

８
・
１
６
５
％

吉
田
町

３
１
・
８
３
５
％

　
町
道
の
廃
止
・
認
定

　
　
廃　
止

・
大
幡
川
尻
２
号
線

・
大
幡
川
幹
線

・
下
川
原
２
号
線

　
　
認　
定

・
大
幡
川
尻
２
号
線

・
大
幡
川
幹
線

・�

下
川
原
２
号
線
・
９
号

線
・
10
号
線
・
11
号

線
・
12
号
線

吉
田
町
教
育
委
員
会
の
互

選
に
よ
り
平
成
25
年
４
月

１
日
教
育
長
に
就
任

�

浅あ
さ 

井い 

啓ひ
ろ 

言ゆ
き　

氏

　
　

吉
田
町
片
岡

�

年
齢
57
歳

条例の制定・改正
規約の変更ほか

認定：下川原２・９・10・11・12号線

認定：大幡川尻２号線・大幡川幹線
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問　
す
み
れ
保
育
園
開

園
後
、
再
来
年
度
か

ら
計
画
し
て
い
る
、
病
後

児
を
受
け
入
れ
る
体
制
は
。

答　
働
く
親
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
、「
病

後
児
保
育
」
を
実
施
す

る
。
専
用
の
保
育
室
を
設

け
、
対
象
は
就
学
前
の
児

童
で
保
育
園
の
開
園
時
間

は「
９
時
か
ら
16
時
ま
で
」

と
し
、
定
員
は
２
人
ま
で

を
計
画
し
て
い
る
。

問　
０
歳
児
保
育
の
受

け
入
れ
を
、
現
在
の

10
カ
月
か
ら
を
６
カ
月
か

ら
に
早
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
保
護
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、「
す
み
れ
保
育
園
」

に
お
い
て
０
歳
児
の
受
け

入
れ
を
整
え
て
い
く
。
平

成
25
年
度
に
「
子
育
て
の

た
め
の
実
態
調
査
」
を
行

い
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い

く
。

問　
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
は
中
学
生
ま

で
か
ら
、
さ
ら
に
高
校
卒

業
ま
で
に
広
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

答　
町
で
は
、
義
務
教

育
終
了
年
齢
ま
で

は
、
医
療
費
を
保
険
診
療

に
係
る
部
分
は
全
額
補
助

し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

公
平
公
正
を
旨
と
し
、
現

制
度
を
継
続
す
る
。
高
校

生
に
該
当
す
る
年
代
ま
で

医
療
費
助
成
す
る
考
え
は

な
い
。

町政を問う
佐　藤　正　司　議員

一般質問

病後時保育の具体策は問

専用の保育室を設け定員は２人まで答

すみれ保育園建設予定地（川尻）

わかば保育園　０歳児クラス
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26
年
度
、
自
彊
小
学
校

に
開
設
予
定
の
通
級
指
導

教
室
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
教
育
形
態
な
の
か
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ご
理
解
願
う

た
め
答
弁
を
求
め
た
。

問　
25
年
度
に
自
彊
小

学
校
の
会
議
室
の
改

修
工
事
を
行
い
通
級
指
導

教
室
の
教
室
と
す
る
が
、

教
室
の
規
模
と
し
て
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
か
。

答　
16
平
方
メ
ー
ト
ル

の
個
別
指
導
室
を
二

つ
、
80
平
方
メ
ー
ト
ル
の

グ
ル
ー
プ
指
導
を
行
う
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
を
一
つ
確

保
し
活
用
す
る
の
で
、
十

分
な
規
模
で
あ
る
。

問　
専
門
家
チ
ー
ム
の

設
置
と
あ
る
が
、
通

級
指
導
教
室
を
開
設
す
る

た
め
の
も
の
か
。
継
続
し

て
指
導
に
あ
た
る
チ
ー
ム

か
。答　

医
師
・
巡
回
相
談

員
・
学
識
経
験
者
な

ど
に
よ
る
チ
ー
ム
構
成
で
、

児
童
生
徒
の
現
場
に
近
い

一般質問

町政を問う
増　田　剛　士　議員

組
織
と
し
て
設
置
す
る
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
通
級
指

導
教
室
開
設
後
も
継
続
的

に
活
動
を
行
う
も
の
で
あ

る
。問　

通
級
指
導
の
対
象

は
小
学
生
の
み
で
あ

る
の
か
。
ま
た
、
期
間
の

制
限
は
。

答　
ま
ず
は
、
小
学
生

か
ら
を
対
象
と
す

る
。
全
学
年
が
対
象
で
、

１
年
間
ご
と
審
査
を
行

い
、
最
長
３
年
間
の
指
導

期
間
と
す
る
。

問　
自
彊
小
学
校
以
外

の
小
学
校
か
ら
移
動

す
る
際
の
対
応
は
。

答　
25
年
度
内
の
準
備

段
階
に
お
い
て
検
討

す
る
が
、
保
護
者
に
送
り

迎
え
を
お
願
い
す
る
方
針

で
あ
る
。
普
通
教
室
の
授

業
時
間
割
り
に
沿
っ
て
移

動
す
る
の
で
、
保
護
者
に

は
ご
負
担
と
な
る
が
、
ご

理
解
願
い
た
い
。

通級指導教室とは
　通級による指導は、小・中学校の通常の学級
に在籍しているが、比較的軽度の障害がある児
童生徒に対して、個々の障害の状態に応じた特
別の指導を特別の場で行う教育形態である。

・�指導の対象：言語障害、自閉症、情緒障害、
弱視、難聴、学習障害（LD）、注意欠陥多動
性障害（ADHD）、肢体不自由、病弱、身体
虚弱の児童生徒。

・�通級による指導：障害の状態の改善または克
服を目的とする「自立活動」が中心。

・�通級指導教室は、児童生徒の日常生活の場で
ある家庭、学校での適応を図るための専門的
指導を行う場である。子どもへの指導ととも
に保護者への支援、在籍学級の対応も重要で
ある。

通級指導教室の開設を予定している自彊小学校

答 障害の度合いにあわせた教育ニーズを把握し、
主に担任が配慮して指導を行なっている

問 通級指導が必要な児童生徒に対する対応は
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町政を問う
平　野　　　積　議員

　

吉
田
町
は
本
年
度
か
ら

新
た
な
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
開
始
し
た
。
そ
の
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
お
よ
び

行
政
評
価
の
結
果
「
現
状

の
ま
ま
継
続
」
の
事
業
が

多
い
社
会
福
祉
課
の
事
業

か
ら
「
保
育
園
管
理
運
営

事
業
」、「
見
直
し
の
上

実
施
」
の
多
い
企
画
課
の

事
業
か
ら
「
住
民
参
画
推

進
事
業
」
を
取
り
上
げ
、

評
価
結
果
の
生
か
し
方
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

問　
シ
ス
テ
ム
構
築
で

苦
労
し
た
点
は
。

答　
評
価
項
目
を
実
施

計
画
事
業
と
し
た
こ

と
か
ら
多
く
の
項
目
を
含

ん
だ
も
の
が
あ
り
、
ど
こ

に
ポ
イ
ン
ト
合
わ
せ
て
評

価
を
す
る
か
に
各
事
業
で

検
討
を
要
し
た
。
ま
た
、

今
ま
で
い
ろ
ん
な
評
価
を

実
施
し
て
き
た
こ
と
か
ら

各
課
で
の
評
価
の
仕
方
の

統
一
化
に
苦
労
し
た
。

問　
今
回
の
行
政
評
価

は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
基
礎
に
お
い
て
い

る
。
し
か
し
、
Ｐ
（
計
画
）

は
総
合
計
画
で
固
定
で
あ

る
。
サ
イ
ク
ル
を
回
す
の

で
あ
れ
ば
、
Ｐ
は
当
該
年

度
の
業
務
目
標
に
副
っ
た

計
画
に
し
、
年
々
目
的
で

あ
る
総
合
計
画
の
５
年
後

の
姿
を
目
指
す
方
が
良
い

の
で
は
。

答　
そ
の
考
え
も
然
り

だ
と
思
う
。
し
か
し
、

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
難

し
い
。
こ
の
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
は
本
年
度
か
ら
開

始
し
た
も
の
で
、
固
定
化

し
た
も
の
で
は
な
い
。
目

標
の
設
定
に
関
し
て
は
さ

ら
に
検
討
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

住
民
参
画
の
進
め
方

問　
町
政
モ
ニ
タ
ー
抽

出
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　
町
政
モ
ニ
タ
ー
制

度
の
関
し
て
は
、
サ

イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

（
物
言
わ
ぬ
多
数
派
）
の

声
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
に

力
点
を
置
く
。
具
体
的
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
主
体

に
声
の
聞
き
方
を
検
討
し

て
い
る
。
次
の
総
合
計
画

を
立
て
る
際
に
完
成
形
で

は
な
い
に
し
て
も
今
考
え

て
い
る
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
た
い
と
考
え
る
。

保
育
時
間
の
検
討

問　
保
護
者
就
労
支
援

の
た
め
保
育
時
間
の

検
討
は
行
う
か
。

答　
基
本
受
託
時
間
を

超
え
て
の
利
用
実
績

か
ら
現
状
で
は
時
間
外
の

時
間
帯
変
更
は
必
要
な
い

状
況
。
し
か
し
、
保
護
者

の
就
労
時
間
の
変
化
か
ら

保
育
士
の
配
置
な
ど
も
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

一般質問

住民参加型まちづくりはある意味達成されているが
常に新しい振興施策を模索する答

問 住民参画推進事業の進め方は

さゆり保育園　お迎え風景

保育時間 利用比
朝のみ
� （７：30～８：15） 6.0％

夕方のみ
� （16：15～18：30） 24.1％

両　方 20.5％

ＰＣＤＡサイクルイメージ図
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一般質問

町政を問う
山　内　　　均　議員

問　
仮
設
住
宅
に
対
す

る
理
念
お
よ
び
構
想

は
。答　

応
急
仮
設
住
宅
は
、

災
害
救
助
法
に
基
づ

き
、
被
災
者
に
提
供
す
る

住
宅
で
あ
り
、
町
が
用
意

し
た
用
地
に
、
県
が
建
設

を
す
る
と
い
う
役
割
分
担

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

問　
被
災
想
定
は
ど
の

位
で
あ
り
、
仮
設
住

宅
は
ど
の
く
ら
い
必
要
か
。

答　
県
は
第
４
次
被
害

想
定
を
作
成
中
で
あ

り
、
本
年
６
月
に
発
表
す

る
。
必
要
な
応
急
仮
設
住

宅
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

町
で
は
先
行
し
て
用
地
選

定
を
行
な
っ
て
い
る
。
す

み
れ
保
育
園
防
災
用
地
に

44
戸
、
北
区
防
災
公
園
に

60
戸
さ
ら
に
大
井
神
社
前

に
建
設
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
も
仮
設
住
宅
が

建
設
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
い
、
今
後
は
第

４
次
被
害
想
定
を
参
考
に

必
要
な
戸
数
が
建
設
で
き

る
用
地
の
確
保
を
し
て
い

く
。

問　
被
災
地
区
と
避
難

地
区
決
定
し
て
お
く

こ
と
が
早
期
避
難
を
可
能

に
す
る
。
各
地
区
間
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
の
施

策
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
事
前
に
避
難
地
区

を
決
定
し
て
お
く
こ

と
は
仮
設
住
宅
や
早
期
避

難
に
結
び
つ
く
可
能
性
は

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
最

優
先
す
べ
き
こ
と
は
建
設

用
地
の
確
保
で
あ
る
。

問　
将
来
起
こ
り
得
る

災
害
に
関
し
て
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　
議
論
を
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
が
、

喫
緊
に
や
る
べ
き
こ
と
は

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
な

ど
町
の
政
策
を
進
め
る
こ

と
。
第
４
次
被
害
想
定
が

出
れ
ば
そ
れ
に
基
づ
い
た

地
域
防
災
計
画
を
策
定
に

全
力
を
挙
げ
る
。

保育園

仮設住宅

すみれ保育園防災用地仮設住宅設置計画図
（保育園と仮設住宅との複合計画）

仮設住宅の構想と在り方について問

静岡県第４次被害想定（６月）により決定答
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問　
「
ふ
じ
の
く
に
」

防
災
減
災
・
地
域
成

長
モ
デ
ル
総
合
特
区
（
内

陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓

く
取
組
）
が
内
閣
府
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
わ
が

町
が
提
案
し
た
都
市
部
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

の
目
標
は
。

答　
「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
沿
岸

域
の
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
」
が
目
標
で
、
沿
岸

域
に
位
置
す
る
地
域
に
お

い
て
持
続
的
発
展
を
可
能

と
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
。３

本
柱
の
充
実
強
化

町政を問う
藤　田　和　寿　議員

問　
ど
の
よ
う
な
提
案

を
行
っ
た
の
か
。

答　
２
事
業
を
提
案
し

た
。

①
物
資
供
給
拠
点
確
保
事
業

　

津
波
浸
水
想
定
区
域
外

で
交
通
の
利
便
性
の
高
い

東
名
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
北
区
防

災
公
園
周
辺
に
お
い
て
、

有
事
の
際
に
沿
岸
域
な
ど

で
被
災
し
た
住
民
の
受
皿

を
確
保
す
る
と
同
時
に
生

活
物
資
を
滞
り
な
く
供
給

す
る
た
め
の
商
業
施
設
の

誘
致
を
行
い
、
誘
致
し
た

企
業
と
有
事
に
お
け
る
物

資
供
給
に
関
す
る
協
定
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
津
波

災
害
の
軽
減
と
有
事
の
際

の
防
災
拠
点
機
能
の
確
保

を
図
る
。

②
企
業
活
動
維
持
支
援
事
業

　

津
波
浸
水
想
定
区
域
内

か
ら
想
定
域
外
に
移
転
す

る
企
業
の
受
皿
と
な
る
土

地
を
確
保
し
、
区
域
内
で

生
活
す
る
従
業
員
な
ど
の

生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、
町
内
に
お
け
る
企
業

活
動
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
新
規
立
地
に
伴
い
用

地
取
得
す
る
際
に
一
定
割

合
の
面
積
、
環
境
施
設
、

緑
地
を
拠
出
し
て
も
ら
う

こ
と
で
応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
用
地
と
な
る
公
共
空

地
を
創
出
し
、
有
事
に
お

け
る
防
災
拠
点
機
能
を
確

保
す
る
。

問　
提
案
し
て
い
る
特

例
措
置
内
容
は
。

答　
災
害
時
の
協
力
協

定
を
締
結
し
た
企
業

や
想
定
浸
水
域
内
の
移
転

企
業
の
受
皿
と
し
て
の
土

地
で
あ
れ
ば
、
農
用
地
区

域
の
除
外
を
可
能
と
す
る

規
制
緩
和
を
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
税
制
上
・
財

政
上
お
よ
び
金
融
上
の
支

援
措
置
を
受
け
ら
れ
よ
う

に
求
め
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
組
は
。

答　
総
合
特
区
の
「
指

定
」
を
受
け
て
も
、

「
国
と
地
方
の
協
議
会
」

を
経
て
「
認
定
」
さ
れ
な

け
れ
ば
規
制
緩
和
や
各
種

支
援
措
置
を
活
用
で
き
な

い
。
総
合
特
区
計
画
の

「
認
定
」
に
向
け
、
国
・

県
と
緊
密
に
連
携
を
図

り
、「
吉
田
町
総
合
特
区

推
進
協
議
会
」
で
、
町
の

地
域
ニ
ー
ズ
や
規
制
・
制

度
改
革
の
必
要
性
な
ど
協

議
し
、
計
画
の
熟
度
を
上

げ
て
い
く
。

一般質問

特区申請の内容は問

農用地区域の除外答

北区防災公園周辺

大井川沿いの工業専用地域と連続する用地
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新しいスタイルに生まれ変わります

議会報告会に行ってみよう！
意見交換の主旨と目的

地域の話題をテーマ設定し、懇談しながら皆さんの意見や考えをお聞きし、
議会活動に反映していく。

日　　　程

内　　　容

期　日 時　間 会　場

５月１８日（土）
１３：３０～１５：３０

住　吉　会　館
１９：００～２１：００

５月２０日（月） １９：００～２１：００ 川　尻　会　館

５月２１日（火） １９：００～２１：００ 片　岡　会　館

５月２２日（水） １９：００～２１：００ 北 区 自 彊 館

※　どの会場でも参加できます。
※　夜間に参加できない方は、５月18日の昼間に開催する住吉会館にお越しください。

　議会では、議会報告会の中で取り上げたいテーマや、その他議会活動に関する御意

見と御要望をＦＡＸと電子メールで随時受け付けています。

連絡先　吉田町議会　ＦＡＸ　０５４８－３２－９７７０

　　　　　　　　　　　　　　メール　gikai@town.yoshida.shizuoka.jp

※　受付終了後、小人数の４グループ（各グループは３人の議員が担当）に分かれます。

≪議会審議の報告≫

　　　　　 ○　平成24年度補正予算・平成25年度当初予算について

・・・　グループごと質疑応答　・・・

≪意見交換会≫
　　　　　 ○　地域の幹線道路、生活道路の整備について

・・・　グループごと質疑応答　・・・
グループ発表　�　地域における関心事や諸課題を含め、グループを担当した議員が皆さんと懇談した内

容を取りまとめて発表します。
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委
員
会
視
察
報
告

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

は
、
１
月
24
日
、
25
日
に

委
員
会
所
管
事
務
調
査

「
町
と
自
主
防
災
会
の
連

携
」
の
一
環
と
し
て
視
察

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本

町
の
政
策
形
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

そ
の
先
進
地
で
あ
る
三
重

県
熊
野
市
と
御
浜
町
を
視

察
し
た
。
両
自
治
体
に
は

事
前
質
問
を
提
出
し
、
そ

の
回
答
を
も
と
に
質
問
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
両

自
治
体
視
察
後
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
で
視
察
殺
到
の

大
紀
町
を
訪
問
し
、
多
目

的
施
設
と
し
て
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
を
視
察
し
た
。

以
下
に
質
問
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

◎
三
重
県
御
浜
町

　

東
日
本
大
震
災
後
、
住

民
に
対
し
て
防
災
意
識
の

普
及
や
啓
発
を
高
め
る
た

め
、
行
政
が
積
極
的
に
関

わ
り
、
全
職
員
が
防
災
課

職
員
を
兼
務
し
、
自
主
防

災
組
織
の
支
援
体
制
を
確

立
し
て
い
る
。

◎
三
重
県
熊
野
市

　

市
の
防
災
対
策
の
基
本

的
な
考
え
方
は
東
日
本
大

震
災
の
甚
大
な
被
害
の
発

生
を
踏
ま
え
、「
全
市
民
が

生
き
る
」
た
め
の
取
り
組

み
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

避
難
訓
練
は
訓
練
日
は

決
め
る
が
時
間
は
未
定
と

し
、
突
然
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
す
な
ど
自
主
防
災
会
ご

と
創
意
工
夫
し
て
い
た
。

ま
た
、
訓
練
は
、
年
間
昼

１
回
、
夜
１
回
以
上
行
っ

事前質問 御浜町 熊野市

避難訓練や日常の
活動など当局から
の指導はどのよう
に行っているか？

　自主防災組織の主体的な活動に繋が
るように職員が一緒に考えるスタンス
で取り組んでいる。具体的には地区担
当職員が窓口となり、相談内容が専門
的な場合は防災課も同行し、相談に応
じている。

　防災課職員による防災講話（1 ～
1.5hr）を実施。今まで約 50 回実施し、
2000 人程度が参加。内容は台風、風
水害の対策や防災啓発、津波防災啓発
に関して実体験をもとに行っている。

市町職員による自
主防災会強化の目
的と経緯は？

目�的：自主防災組織の活動の活性化を
促進すると同時に、住民の防災意識
の向上を図る。
経�緯：「自助」「共助」「公助」が連携
し被害の軽減を図るためには、住民
に対する防災組織の普及や防災意識
の啓発（自助を高める取り組み）、
自主防災組織の育成・強化（共助を
高める取り組み）について、行政に
よる積極的な関わりが必要であり、
「自助」「共助」それぞれのレベルを
上げること、また、「公助」を含め
た総合的な防災対策を進めることが
本町にとって急務である。昨年５月、
「自主防災組織の育成・強化」を全
庁的プロジェクトと位置付け、全職
員による支援体制のもと、本事業に
着手した。

　昭和 19 年の東南海地震で大打撃を
受けた新鹿（あたしか）地区は防災意
識が高く、自主防災会の活動も活発で
るので、その地区に対してはそれなり
に指導。
　それに対して新興住宅が多い市街地
区で、内閣府による南海トラフ巨大地
震に関する発表後、浸水に関する関心
が高まり、その機を捉えて防災意識の
向上を図っている。
＊防災課員が地域に入り、自主防災会
と対話。地域住民とともに①タウンウ
ォッチングや防災マップを作成　②津
波避難計画の作成　③津波避難訓練の
実施とまとめ　を実施。

自主防災会と町　　との連携を密に

熊野市での視察風景

御浜町での視察風景
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て
い
た
。

◎
三
重
県
大
紀
町

　

昭
和
19
年
の
東
南
海
地

震
津
波
で
64
人
の
犠
牲
者

を
出
し
、
教
訓
と
し
て
５

階
建
て
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
（
錦
タ
ワ
ー
）
を
平

成
10
年
に
建
設
し
た
。
多

目
的
施
設
と
し
て
普
段
か

ら
使
用
可
能
な
、
目
立
つ

津
波
避
難
タ
ワ
ー
で
あ

り
、
地
域
住
民
の
防
災
意

識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
現
在
、
第
２
避
難
タ

ワ
ー
を
建
設
中
で
あ
っ
た
。

◎
委
員
意
見

・�

御
浜
町
は
「
自
主
防
災

組
織
の
育
成
・
強
化
」

の
推
進
の
た
め
、
全
庁

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
取
り
組
み
、
全
職
員

が
公
務
と
し
て
、
町
内

全
域
に
町
の
姿
勢
を
伝

え
て
い
る
。
住
民
と
職

員
が
顔
見
知
り
と
な
り
、

前
向
き
な
関
係
に
寄
与

す
る
と
考
え
る
。

・�

熊
野
市
の
担
当
職
員
は

昨
年
、
吉
田
町
の
津
波

防
災
ま
ち
づ
く
り
を
視

察
研
修
し
た
あ
と
、
熱

意
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
。
他
の
自
治
体

を
参
考
に
す
る
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。

・�

自
主
防
災
会
の
活
性
化
、

住
民
の
防
災
意
識
向
上

に
は
目
的
を
達
成
さ
せ

る
と
の
当
局
の
使
命
感

と
情
熱
が
必
須
で
あ
る

と
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、

住
民
と
の
関
わ
り
は
、

命
令
で
は
な
く
、
と
も

に
考
え
る
姿
勢
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
た
。

◎
結
論

　

町
民
の
命
を
守
る
ハ
ー

ド
面
の
整
備
と
共
に
、
ソ

フ
ト
面
と
し
て
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
意
識
付
け
と
、
町
と
住

民
が
一
緒
に
防
災
対
策
の

強
化
に
努
め
て
い
く
姿
勢

の
発
信
が
町
と
し
て
必
要

で
あ
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告

◎
調
査
の
目
的

　

町
と
自
主
防
災
会
と
の

関
係
を
強
め
る
た
め
、
吉

田
町
に
お
け
る
自
主
防
災

会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

そ
の
た
め
に
町
は
ど
の
よ

う
な
働
き
か
け
を
す
れ
ば

よ
い
か
を
調
査
す
る
。

◎
調
査
期
間

　

平
成
24
年
５
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
、
委
員

会
を
21
回
開
催
。

◎
調
査
の
経
過

　

委
員
会
と
町
内
の
19
自

主
防
災
会
、
４
自
治
会
役

員
と
意
見
交
換
会
を
４
会

場
で
開
催
。
三
重
県
御
浜

町
、
熊
野
市
、
大
紀
町
に

て
他
市
町
の
取
り
組
み
を

視
察
し
た
。

◎
調
査
の
結
果

①�

自
主
防
災
会
に
役
割
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

②�

自
主
防
災
会
に
「
防
災

専
門
指
導
員
」
が
少
な

い
。

③�

防
災
訓
練
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
る
。

④�

町
・
自
主
防
災
会
・
住

民
の
連
携
に
よ
る
防
災

意
識
の
向
上
が
不
足
し

て
い
る
。

◎
委
員
会
の
結
論

　

町
は
自
主
防
災
、
組
織

の
育
成
、
自
発
的
な
防
災

活
動
の
促
進
、
防
災
思
想

の
普
及
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
我
が
町

に
お
い
て
自
主
防
災
会
が

活
発
に
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
る
状
況
と
は
言
え
な

い
。
担
当
課
は
自
主
防
災

会
の
現
状
を
把
握
し
た
う

え
で
、
計
画
的
に
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
を
図
ら
れ

た
い
。
町
と
自
主
防
災
会

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
重

要
事
項
で
あ
る
た
め
、
議

会
と
し
て
今
後
も
継
続
し

て
注
視
し
て
い
く
。

　

議
長
に
所
管
事
務
調
査

報
告
書
を
提
出
し
、
所
管

事
務
調
査
が
終
了
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

委
員
長　
佐
藤
正
司

自主防災会と町　　との連携を密に

大紀町津波避難タワー

自主防災会との懇談会（住吉）

階 施設内容
１階 防災倉庫、便所
２階 集会所
３階 防災資料館

４階 避難所、
防災資機材常設

５階 避難所、
非常用発電機設置
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議会を傍聴してみませんか？
第１回（３月）定例会の傍聴者数は延べ73人
でした。ぜひ、傍聴におでかけ下さい。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　
吉
永　

滿
榮

副
委
員
長　
河
原
崎
曻
司

委　
　
員　
増
田　

剛
士

�

杉
本　

幸
正

�

山
内　
　

均

�

平
野　
　

積

�

三
輪　

正
邦

☎
０
５
４
８
―
３
３
―
２
１
４
１

次
の
第
２
回（
６
月
）定
例
会
の
日
程

（
予
定
）で
す
。

６
月
3
日（
月
）　　
本
会
議

６
月
6
日（
木
）　　
委
員
会

６
月
10
日（
月
）

６
月
12
日（
水
）　　
一
般
質
問

６
月
13
日（
木
）　　

６
月
17
日（
月
）　　
全
員
協
議
会

６
月
18
日（
火
）　　
本
会
議

希
望
者
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

} }

小山城お花見茶会（４月６日）

吉田中入学式（４月５日）自彊小入学式（４月６日）

チューリップまつり2013 in よしだ（吉田公園）

まちの話題

よしだ議会だより 第69号 16議会だよりは再生紙を使用しています。


